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【令和元(2019)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

 本研究は、電子機器モジュール等の複雑構造内に注入可能な流動性を持ち、かつ熱伝導性を自由に制

御した絶縁性新素材を、超臨界法によって製造する技術の学理解明と設計論の確立を目的としたもの

である。 

これまでに、要素研究においていくつかの重要な進展があり、研究は順調に進展している。例えば、

ナノ粒子表面の有機分子鎖修飾を電子顕微鏡で直接観察することに成功し、露出結晶面と修飾率との

定量的評価結果を踏まえた速度論解析が進められている。また、従来は分子の溶解に用いられた方法論

をナノ粒子・溶媒系の分散挙動に発展させ得ることが示されている。さらに、粒子の凝集と流動性の相

関を実験的に明らかにするとともに、計算科学による分散凝集挙動の表現にも成功している。これらの

知見を基に、高熱伝導ナノ粒子の有機修飾と素材開発を進めており、今後の研究により、期待どおりの

研究成果が期待できる。 


